
　２００９年４月、米国大統領だったバラ
ク・オバマ氏は、プラハで行った演説の中で
“核のない世界”を目指すメッセージを発信
しました。これを受けて長崎大学は、核軍縮
に特化した研究拠点の設置を目指します。
その後、２０１２年４月に誕生した研究拠点
は、ミッションをより明確化するために「核兵
器廃絶研究センター（RECNA＝レクナ）」
と名付けられました。

　核問題の専門家が集うＲＥＣＮＡで
は、調査・研究に取り組むとともに、教育・人
材育成にも力を注いでいます。また、長崎
県、長崎市、長崎大学の三者で核兵器廃
絶長崎連絡協議会を設立。市民社会へ
情報発信を行い、ナガサキ・ユース代表団
を指導する役割も担っています。
　２０２２年４月、RECNAは１０周年を
迎えました。奇しくも、ウクライナ侵攻など核を
めぐるさまざまなニュースが、複雑に入り組ん
だ１年でした。そして、長年の知己が相つい
で鬼籍に入られ、被爆者の方々から直接
お話を聞けなくなる時代がすぐそこに迫って
いる現実を目の当たりにもしました。“長崎を
最後の被爆地に”。重要なメッセージをどの
ように継承し、発展させていくのか。次の１０
年に向けて、核軍縮の本質を見極めなが
ら、RECNAの発信力を強める方法論を
見出していきたいと考えています。
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浦上天主堂遺壁
爆心地公園の一角に、原爆により
破壊された浦上天主堂の聖堂の壁
の一部が移設されています。その無
残な姿から、原爆のすさまじさや恐ろ
しさが伝わってきます。
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浦上天主堂遺壁

経済学部生の“食の台所”
長澤和彦さん　経済学部・1978年卒業

新大工町商店街My memorable place
私の思い出の場所

　自宅から片淵まで徒歩と電車で1時
間の通学、その後淡 と々講義を聴くだけ
の授業…。そういう単調な日々 の繰り返し
の中で、私が憩いを感じていた場所、そ
れが「新大工町商店街」でした。
　旧長崎街道の玄関口にあたる新大
工地区の歴史は古く、諏訪神社の門前
市が常設化して明治期に商店街となり、
さらに終戦後に公設市場が建てられて
発展の礎となりました。昭和43年に玉屋
デパートが進出すると、「新大工町」「天
満」「新天満」の3軒の市場を中心に連
日買い物客が行き交い、正月前には通り
がびっしり人で埋まり真っすぐ歩けないほ
ど。店の人と客の距離が近く、人情溢れ
る商店街を形作っていました。
　私が通っていた昭和50年前後は、映
画館や本屋、レコード店等もあり、主婦の
みならず学生にとっても快適な街でした。
再映専門館「新大映劇」では低料金で
多くの映画を堪能、「好文堂書店」では
2～3時間は余裕で立ち読みできました。

遊びの誘惑にも事欠かず、娯楽の殿堂・
パチンコ店は「宝会館」。いつでも同級
生と出会える不思議な場所で、4人揃え
ばそのまま裏通りの雀荘へ…というパター
ンの如何に多かったことか。腹が減れ
ば、蕎麦屋「むさしの」、トルコライスの「ツ
ル茶ん」、お好み焼きの「みやち」。喫茶
店は「富士男」「民芸喫茶くらしき」、「春
本」のかき氷も懐かしい。おやつは「長崎
屋」か「平井餅まんじゅう」か。そうそう、経
済原論ゼミの児玉元平教授馴染みの
スナック（店名は失念）も商店街のはず
れにあり、ゼミを早終わりしてまだ明るいう
ちから盛り上がったものです。貧乏な学生
たちにもやさしい、安価で食材が調達で
きる有難い商店街で、西山や片淵の下
宿では、よくささやかな宴会が催されてい
ました。
　それからほぼ半世紀、平成には「シー
ボルト通りオープンモール」として整備され
た一方、古くからの市場や商店が廃業
するなどの紆余曲折を経て、令和4年11

月、複合施設「新大工町ファンスク
エア」が街のランドマークとしてオー
プン。商店街の賑わいを再生し、
新しい魅力を持つ街へと変貌しま
した。とはいえ、商店街の皆さんの
思いは以前と少しも変わらず、消費
者のそばに寄り添い、消費者と一
緒に街を盛り上げていく、そういう心
意気が今も受け継がれています。
　まちなか移転も一部で噂される経済学
部ですが、商店街周辺地区に住む学生
たち、そして商店街に通う学生たちにとっ
て、“食の台所”としての存在は欠かせま

せん。新大工町商店街の新しい未来に
大きな期待を抱くとともに、学生たちの食を
支える場所として、これまで以上の繁栄を
願っています。

ＲＥＣＮＡホームページでは、活動状況や市民講座のお知らせな
ど最新情報を更新中。国際学術誌『Journal for Peace and 
Nuclear Disarmament（J-PAND）』もご覧いただけます。

https://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/recna/
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編集後記
　今、世界の核リスクがかつてなく高
まっています。本来、世界の平和と安全
の維持や、諸国間の友好関係の発展
を担う国連において、その活動の中核と
なるはずの常任理事国ロシアがウクライ
ナに侵攻。しかも、核兵器の使用を示
唆し、国際社会を恫喝するという前代
未聞の行動に出ました。世界の平和の
行方が危ぶまれる今こそ、長崎大学核
兵器廃絶研究センター（RECNA）の
存在と取り組みを、ぜひ多くの皆様に
知っていただこうと考えました。
　世界唯一の被爆医科大学である長
崎大学にとって、核なき世界の実現は
歴史的使命といっても過言ではありませ
ん。RECNAは『核兵器廃絶』という人
類的課題をその名に冠した世界オン
リーワンの大学付属の研究所として、そ
の使命の完遂に邁進しています。そして
そこには、過去を学び、核と平和の問題
を自分事として捉え、未来に向けて行動
している若い世代が多くいます。
　今号では、彼らと彼らを支える
RECNAの教員たちの想いを特集しま
した。未来へ世代を継いで活動を続け
るRECNAの姿をご覧ください。

（広報戦略本部長　松井史郎）

読者プレゼント

洋菓子メーカーコロンバンの人気クッキー。クッキー
と缶に、長崎大学のロゴをデザインしました。いろい
ろな味のクッキーが楽しめる一箱です。長崎大学
生協で販売中です。

長崎大学オリジナルクッキー

アンケートのご案内
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広報誌Chohoへのご意見・ご感想をお寄せください。プレゼントのご応募も
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直接送付サービス開始！
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◎ 応募締切日／2023年6月末　当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます
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　広報紙Chohoは
その多くを、各学部
同窓会様の会報誌
送付の際に、直近
の号を同封してお送
りさせていただいて
います。そのため、読者の皆様には、必ずし
もChohoを毎号お届けできないケースがあ
り、「前号も読みたい」「定期送付を希望」
といったお声をいただいております。そこで、
ご指定の住所へChohoを直送させていた
だくサービスを始めました。
　上記サイトへアクセスいただき、ご登録
をお願いいたします。皆様のご利用をお待
ちしております。
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田さんは多文化社会学部
で国際政治を学んでいた
頃、ナガサキ・ユース代表

団第６期生として活動しました。社会人
になった今、核問題に対してどのように向
き合っているのでしょうか。

―大学入学前は長崎の被爆の歴
史について、どのようなイメージを持ってい
ましたか。
　怖いなぁ。普通の学生が持っているそ
んなイメージでした。知識が伴うにつれ
て、客観的に物事が見えるようになりまし
た。戦争被爆したのは長崎と広島だけ
ですが、世界中には核の被害に遭った
人たちが他にもいる。そして核兵器は必
ずしも戦争の手段ではなく、政治の手段
として使われていることも学びました。問題
はもっと複雑なんだなと思いました。
―核兵器不拡散条約（ＮＰＴ）再検

討会議では、どのような経験
をしましたか。
　各国代表のスピーチを傍
聴しました。それだけでも勉強
になりましたが、ユネスコや
WHO、赤十字国際委員会
など、さまざまな国際機関も訪
問しました。会議中には、各
国の代表団と話をする時間も
ありましたが、アメリカなどの核
保有国は、いち学生と対話は
してくれません。当時の私は、
核廃絶や市民社会の結束
が大事だという立場でした。
国際政治を研究する上で
は、より客観的な分析が必要
だと思い、ユースの任期が終
わった後ベルギーに留学しま
した。大学を卒業後に進学
した東京の大学院では、核

廃絶を支援してはい
るけれども、現実的に国際政治を
見る先生の下でNATOに関す
る研究を深めました。アメリカ側の
視点など、核兵器保有国側の考
えも勉強しました。今、ＮＰＴに参
加したら、もっとたくさんのことを理
解できるのかなと思います。
―ベルギーは核兵器に対し
て、どのようなスタンスを取ってい

るのでしょう。
　アメリカと核シェアリング条約を結んで
います。アメリカの核兵器を十数機、自国
に配備していて、有事の際にはアメリカの
コントロール下で使用できるようになって
います。国内にはNATO本部があり、核
兵器が保管されている施設の前でデモ
が起きるなど、市民レベルでは核を廃絶
しようという運動もあります。政府と市民の

間にはギャップが生まれていますが、ウク
ライナの件もありますし、そもそもロシアから
の脅威を見過ごすことはできないでしょ
う。核廃絶に踏み切るのは難しい状況な
のかなと思います。最近、日本でも核シェ
アリングに関する議論が出たと思います。
世界情勢を踏まえると、すぐに核兵器を
無くすのは難しいかもしれません。答えは
出ません。

―勉強すればするほど答えは見つか
りませんか。
　そうですね。たとえば政治や政府が変
わって、市民社会が核廃絶の方向に向
いたとしても、トップ一人の考えで状況は
簡単に変わるでしょう。結局は人なんだな
と思います。一人一人のレベルで、核って
ダメだよねって共通認識を持つしかな
い。相手を知らないから攻撃ができるん
だと思います。相手を知るためにも、本当
に小さな単位からお互い歩み寄っていく
しか、手段はないのかなと思います。
―改めて核兵器問題について、いま
何を考えますか。
　状況はもっと難しくなっていると思いま
す。ウクライナや北朝鮮のミサイル問題だ
けでも緊迫感は増していますし、核兵器
も小型化して通常兵
器として使いやすくす
るという案もあります。
いつまた戦争中に核
兵器が使われる状
況になるか分かりませ
ん。使われてからでは
遅いので、核兵器使
用がいかにダメなの
か規範を浸透させ
る。そして、そのような
雰囲気を政治の中
でも浸透させることが

重要だと思います。日本も大事なプレイ
ヤーになるのではないでしょうか。唯一の
被爆国として、声を挙げていくべきだと思
います。
―国際政治に対する、興味や関心を
持ち続けているのですね。
　はい。今はまだ今の場所で頑張りたい
と思っていますが、何年後かには、またこ
の分野に戻りたいです。平和のアクション
に関わる仕事や活動に、いつかまた携
われたらと思っています。
―これからのＲＥＣＮＡに何を期待
しますか。
　ＲＥＣＮＡは核や国際政治、平和に
ついて考える、国内トップレベルのプラット
フォームだと思います。これからもずっとそこ
にあり続けて欲しいです。

ＲＥＣＮＡのミッションと 核軍縮の未来
ユースの活動を通して見た世界
理想と現実の狭間で核問題を考える

［インタビュー］

［教育］

プロフィール

崎大学には教養教育の一環として、全学
部生が履修できるモジュール科目があり、核
関連の科目をＲＥＣＮＡの教員が担当し

ています。また、多文化社会学部と大学院では、より専門
性の高い授業を提供するなど、世界でも例を見ない、多
角的な教育を実践しています。授業を担当している中村
先生の専門は、核軍縮および市民社会・核兵器廃
絶。ＮＧＯでの経験を踏まえ、次世代を担う人材育成

に情熱を注いでいます。
　「長崎でどのように次世代の担い手を育てていくの
か、人材育成は私自身が大切にしているテーマの一つ
です。核問題に対して周りが無関心な中、限られた人だ
けが声を挙げる世の中では、閉塞感はふくらむばかりで
す。より多くの若い人たちが、問題を自分事として捉え、真
剣に取り組む世の中の流れを作るには、多文化社会
学部やナガサキ・ユース代表団のような専門家を育て
る教育と、すそ野を広げる教育の両方が重要です。それ
がＲＥＣＮＡの使命でもあります」。
　中村先生は授業の冒頭で、核問題に対する自分自

身の考えを学生たちに伝えます。そうした上で、一人一人
の自由な考え方を尊重するのだそうです。
　「核兵器をめぐって世界の考え方が対立する中、良
い悪いではなく、どのようにして平和を守っていくのか、そ
の点を学生には問いかけていきます。色 な々人とディス
カッションを重ねることで、揺れに揺れながら考えるように
なり、その結果、やっぱり日本は核抑止に頼った方がい
いのではないかと、考える学生もたくさんいるんですよ。正
解も不正解もありません。大事なのは自分で考えることで
す。自分の人生と核兵器問題は無関係だと思うのでは
なく、例えば環境問題や人権問題と同じようにすぐ隣に

あるものだと、意識できるようになるだけでも構いません」。
　じっくり人を育てることは、ＲＥＣＮＡの重要なミッショ
ン。一方、世界に目を向ければ、核兵器を取り巻く現実
はますます厳しく、次の１０年を歩むにあたり葛藤もあると
中村先生は言います。
「長崎を最後の被爆地にという願いが破られる、まさに
崖っぷちに世界は立っています。長崎にいる私たちに何
ができるのか、世界から問われる１０年になるでしょう。正
直、焦りもある一方、やはりこれまでと変わらず、じっくり着
実に若い人たちと向き合っていきたいと思っています」。

多角的な教育プログラムで
核問題に向き合うすそ野を広げる

「若い人たちが自分の
頭で考えて動き、自信
を持って新しいものを
作っていく。そして長崎
から動き出せば、たく
さんの刺激が得られる
はず。それをサポート
するのがRECNAの役
目」と中村先生。

２０１８年にジュネーブで行われた核兵器不拡散条約（NPT）再
検討会議に出席。各国の代表団の前でスピーチも行いました。

はらだれな
長崎大学多文化社会学部を卒業後、一橋大学大学院に
進学。ＮＡＴＯの核共有政策について研究。現在は楽
天グループ株式会社に勤務。自社のＩＴ系サービスを海
外のＩＴカンパニーに販売するチームに在籍。海外の
セールス担当者とやりとりしながら、営業プロセスの管
理業務を担当。

ナガサキ・ユース代表団第11期生の皆さん。

原

ガサキ・ユース代表団とは、長崎県・長崎市・長崎大学の
３者で構成された核兵器廃絶長崎連絡協議会が主催す
る人材育成プロジェクトです。２０２２年１２月、ナガサキ・

ユース代表団第１１期生メンバーの発表と任命式が行われ、現在、長
崎大学や活水女子大学の学生あわせて７人が活動しています。活動
は任命式後からミーティング、年明けから基本的な知識の習得を目指す
勉強会がスタート。核軍縮・不拡散問題に関する国際会議への参加
など、任期が終了する２０２３年８月まで充実した活動が続きます。活動
について、ユースの先輩である原田さんに聞きました。
　「基本的な知識を学ぶための場は提供されますが、勉強会の内容
やどんな人に会いたいのか、自分たちで考えてアポイントを取るなど、能動
的な動きが求められます。私たち６期生は、報告を兼ねた展示や全国各
地での出前講座も行いました。大学の勉強と並行して活動しますので
大変ですが、自分自身の成長に必ずつながり、新しい分野への興味が
生まれることもあります。私にとってはそれがＮＡＴＯであり、そして留学や
大学院進学のきっかけになりました。仲間の中には、サスティナビリティの
分野に進んだ人やイギリスに留学した人もいます。将来どんな仕事に就
いても、ユースでの経験はきっと役立ちます。頑張ってください」。

ナ

長

原田怜奈 ナガサキ・ユース代表団 第6期生　多文化社会学部卒

2023年
ナガサキ・ユース代表団

留学先のベルギーでは、ヨーロッパやベルギーの歴史を学んだ原田さん。
ＮＡＴＯに興味を持つきっかけになりました。

中村桂子　
核兵器廃絶研究センター 准教授

Nagasaki
Youth

Delegation
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［研究］

［研究］

核のない世界を目指して
軍縮と安全保障の在り方を問う

世界的に評価が高まる
ＲＥＣＮＡ編集の
国際学術誌

田先生は長年、外務省で軍縮・不拡
散専門官として活躍。アメリカ、北朝
鮮、中国、日本、韓国、ロシアによる外

交会議「六カ国協議」で交渉団の一員を務める
など、軍縮不拡散関係の業務に従事してきた核
問題のエキスパートです。多文化社会学部で調
査・研究に取り組んでいる現在、どのような視点か
ら軍縮問題にアプローチしているのでしょうか。西
田先生のお話です。
　「これまで軍縮と安全保障は、対立的な捉えら
れ方をしてきました。例えば、広島・長崎からの声
も、基本的には、核兵器は悪いものだから無くすと
いう倫理的な観点から発せられていると思います
（もちろんそれは重要なことです）。その一方で、安
全保障の世界では、軍縮は安全保障を害すもの
という認識が一般的に根強く、せいぜい安全保障
を損なわない形での軍縮ならよいという、ネガティブ
な発想になってしまっています。現状のままでは、軍
縮が国際政治や安全保障のメインストリームにな
るのは難しいでしょう。そこで、それぞれが対立するの

ではなく、安全保障を向上させるための軍縮とは
何か、逆にして考えることで軍縮を有効な政策ツー
ルに押し上げるアプローチで研究しています。具体
的なテーマとしては、日本の安全保障に直接影響
を及ぼす問題に取り組むことが先決ですので、中
国や北朝鮮の核問題を抑えるためのツールとして
の軍縮や、抑えた上で地域の核問題をどのように
解決すべきか研究しています。こうしたアプローチも
核のない世界に近づくのに貢献できるはずです」。
　国際政治や外交・安全保障に留まらず、歴史、
原子力、地域問題など、さまざまな要素が複雑に
絡み合う軍縮問題。「研究にゴールはない」と先生
は言います。そんな中、学生たちに伝えていることが
あるそうです。
　「研究する上で大切にして欲しいのは、核をなく
すというパッションです。一方、調査・分析を行う時
には、あるがままの事実を冷静に見ることが非常に
重要だと伝えています。私自身、核問題に興味を
持つきっかけになったのは、小学生の頃に読んだ
マンガ『はだしのゲン』と、修学旅行で訪れた長崎

でバスガイドさんが歌って
くれた『原爆を許すまじ』
でした。あの頃のパッショ
ンを忘れないよう、広島・
長崎の被爆に関する歴
史など、改めて学んでいき
たいと思っています。また、
国内外の政府関係者と
話す機会には長崎の視
点をインプットしていきたい
と考えています」。

西
ournal for Peace and Nuclear 
Disarmament」（J-PAND）は、長崎
大学が発行している国際学術ジャーナ

ル。編集をＲＥＣＮＡが担当、英国の伝統ある出
版社であるＴａｙｌｏｒ＆Ｆｒａｎｃｉｓから、年２回オン
ラインで刊行しています。同社が出版する核軍縮関
連の学術誌の中では、J-PANDがアジア太平洋
で唯一の存在です。2017年の創刊後、認知度や
評価が次第に上がっており、アフリカ、南アジア、中
東、ラテンアメリカ、韓国、オセアニアなど、世界各国
の研究者が論文を投稿。核軍縮研究の拠点を目
指す長崎大学の存在感を世界に示す、重要な役
割を担っています。

『J

西田　充
多文化社会学部 兼 核兵器廃絶研究センター 教授
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広報活動
サポーターが
インタビュー

サークル記事に
ついて感想を
お寄せください

　教育・人材育成はＲＥＣＮＡが掲げ
る、重要なミッションの一つ。大学内での
取り組みに加えて、活水高校の平和学
の授業では、核問題について高校生の
皆さんに知識や考えを深める時間を提

供しています。戦後まもなく、東山手から
爆心地に近い浦上の丘に移転した活
水高校。平和への祈りと行動の文化を
培うスクールアイデンティティーは、どのよう
に育まれているのでしょうか。活水高校

平和学習部の皆さん
に、平和学の授業に
ついて聞きました。
　「印象に残っている
のは、原爆投下は正
しかったと考える人たち
について学んだ授業
です。そのように考える
人たちが、アメリカには
一定数いることは分
かっていましたが、理
由は知りませんでした。

戦争を終わらせるためという理由を知っ
ても、正しいとは思いません。でも、世界に
はそのような意見を持っている人もいるの
だと、現実を理解できたことは良かったと
思います」。
　平和学習部は高校生１万人署名活
動や他県の高校生との交流など、被爆
地での学びを大切にしています。さまざま
な形でメッセージを発信する中、長崎原
爆の日である８月９日には校内で行われ
る平和集会で同部の1年生が平和宣
言を発表。また、2021年には子どもたち
の被爆証言を世界中に発信する「ふり
そでプロジェクト」をスタートさせました。プ
ロジェクトは３年生が代々担当し、冊子
からウェブへ発信ツールは拡大中です。
　このように部活として、平和学習に取り

組んでいる学校は、全国でもほかに類を
見ません。だからこそ「長崎で学び、長崎
から伝えることに意味がある」と皆さん。卒
業生の中には、貴重な経験を機に長崎
大学の多文化社会学部へ進学する人
や、ナガサキ・ユース代表団に参加する
人もいます。今後の取り組みについて、部
長を務める牧　沙也加さんに聞きました。
「今ロシアのウクライナ侵攻により、核の
脅威に脅かされています。私たちの活動
を通して原爆の実相を知ってもらい、特
に若い世代にとって、核のない平和につ
いて考えるきっかけになってほしいです」。

活水高校平和学習部の皆さん。３月には外務省主
催の「かけはしプロジェクト」に参加。９名がアメリカ
の高校生と現地で交流予定です。

ピンチはチャンス。コロナ禍でオンライン交流という選択肢も増え、特に海
外と交流できる可能性が広がりました。

活水高校平和学習部の皆さんに、平和学の授業と部の活動についてお話を伺いました。

被爆地の高校生に聞く学びと平和への想い
［インタビュー］

創部年：1977年（昭和52年）

部員数：19人

活動日：月・水18:00～21:00
　　　　土10:00～15:00

※公演1週間前は基本的に毎日活動。

左から、
河野元気さん（工学部１年）
山邊愛恵さん（情報データ科学部２年）
菅野可奈子さん（教育学部２年）

近藤由茉さん

教育学部３年

手作りしている
チラシも作品の
一部です

取材当日、
偶然にもいろは団の部室へ
顔を出してくれたOBが、

一緒に取材を受けてくれました。

部室を探索していたところ、
「歴代公演のチラシ」発見！

夏公演当日、
チトセピアホールで本番前練習。

日々の練習や衣装、セットの準備といった現役生の努力は
もちろん、歴代の先輩方が作り上げたものや支えがあるか
らこそ、今のいろは団が活動できているのだと分かりまし
た。公演のチラシや名札からも歴史を感
じました。現役生も知らない情報もまだ
まだあり、興味深かったです。いろは団
の今後の更なる発展を願っています。

い
ろ
は

団の
情報はこちら

か
ら

公演中止の危機に直面！
救ってくれたのは先輩だった
─演劇部いろは団は、1977年の
創部だそうですね。長崎大学の部
活やサークルの中でも歴史が長く、
シリアス系から感動系まで、演目も幅
広いと聞いています。活動の中で
代々受け継がれてきた練習はありま
すか？
山邊さん　筋トレやポーズ練習、即
興劇は以前からあります。ただ、それ
がいつ引き継がれたものなのか知ら
なくて……。
OB　僕は2008年の公演に出演
したのですが、その時から変わって
いないですね。

─他に、サークルの立て看板等は
どうでしょうか？
OB　確かに昔から変わっていない
です。僕はあの看板を見ていろは
団に入りましたよ。
菅野さん　部室は変わっていない
かな？　建物自体が古いものなので。
山邊さん　そういえば、以前、部室
にあった２段ベッドは、私たちが片づ
けてしまいました。ぬいぐるみが大量
に置いてあって、大掃除が大変でし
た……。
OB　そうそう。いつの間にか無くなっ
ていたからびっくりした。
─部室の入口には、皆さんの名
札がありますね。「あ組」「さ組」「き
組」と分かれているみたいですが、ど
んな意味があるのでしょう。
山邊さん　代々学年ごとに「いろは
歌」の順で名札が分かれていて、も
うすぐ一巡しそうです。
─いろはにほへとちりぬるを…これ

だけで、かなり歴史のあるサークルだ
とわかりますね！　今日はOBの方が
いらっしゃっていますが、卒業した先
輩方とはよく交流されるのですか？
山邊さん　去年の冬公演から、オ
ンラインでの事前受付を開始した
のですが、先輩が遠方から公演を
観に来てくださることもありました。
─やっぱり、観に来てほしいですよね。
全員　観に来てほしいです！ 
山邊さん　公演の前後には、お菓
子やジュースを、部室まで差し入れ
てくれる先輩もいて、嬉しいです。
─演劇というと、会場費や衣装、
舞台美術など、何かと入用なイメー
ジがあるのですが、そのあたりはどう
でしょう。
山邊さん　基本的には、全て部費
で賄っているのですが、厳しい部分も

あります。２０２１年の冬公演の時は、
金銭面で苦境に立たされ、公演中
止になりそうでしたが、先輩方からご
寄附をいただけて、助かりました。
河野さん　先輩が積極的にチケッ
トを買ってくれて、いろいろな方に
配ってくださることもありましたね。
─多くの先輩方に支えられている
のですね。今後、先輩方と一緒にや
りたいことはありますか？
OB　僕たちの代は、公演後の打
ち上げや少年自然の家で合宿を
やっていましたよ。
全員　それやってみたいです！
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［演劇部いろは団］1977～
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［西遊基金］
Saiyu Fund

　ししのこプロジェクトは、社会課題の
解決を目指す長崎大学の学生団体
です。子育て支援、手洗い教育、性教
育など、さまざまなプロジェクトを進める
中、「プラネタリーヘルスレポートカード」
に関する取り組みの活動費として、西
遊基金が活用されました。
　プラネタリーヘルスレポートカードと
は、大学内におけるプラネタリーヘルス
の取り組みを、学生が調査・評価すると
いうものです。これまでの活動は、欧米
諸国の医学部生が中心でした。日本

国内の大学では、２０２１年に長崎大
学が初めて報告書を提出しました。
「英語で書かれている質問フォーマット
を、和訳するところから始めなくてはいけ
ませんでした。その後、医学科の先生
方に質問メールを送り、回答をもとに評
価を行い、その結果を再び英訳しまし
た。大変な作業でしたが、学会への参
加や他大学との交流にもつながりまし
た。今後は学内をはじめ、全国の大学
にも取り組みの輪を広げていきたいで
す」と、ししのこプロジェクトの皆さん。和

訳した質問はプラネタリー
ヘルスレポートカード本部に
認められ、同本部のホーム
ページに掲載。２０２２年度
は、環境科学部でも調査・
評価活動を実施しました。

３年ぶりの開催！
長崎大学ホームカミングデー2022

長崎大学東京交流会を開催しました
令和4年11月11日

令和4年10月29日

サークル活動支援基金の活用状況について

ししのこプロジェクト
「プラネタリーヘルスレポートカード」

長
崎
大

学サ
ークル応援サ

イ
ト

千代田区大手町のＫＫＲホテル東京で開催。

山下俊一名誉教授（左）が校友会賞受賞。

ししのこプロジェクトの皆さん。環境科学部２年 村中瑠莉さん（前列左）、
医学部医学科３年 川上日菜子さん、医学部医学科２年 佐瀬光雄さん（後列左）、

医学部医学科3年 小浦稜生さん。

※プラネタリーヘルス
　地球の健康が人の健康にもつ
　ながっているという考え方。

滋賀医科大学の皆さんとの交流会の様子。

ホームカミングデーは令和５年度も開催予定です！
いち早くホームカミングデーの開催案内をお届けします。校友会メールマガジンにご登録ください。

　文教キャンパスのグラウンドにはナイター設備がなく、冬
の期間は真っ暗な中で練習をしています。暗いと練習内
容が限られ、十分な練習を行うことができません。今回の
ご寄附で光るサッカーボールを購入させていただく予定
です。ボールだけでも見えるようになれば、今より暗い中でも
質の高い練習を行うことができると思います。多くの方が
応援してくださっていることに感謝し、来シーズンは全勝、
無失点を目指して、日々 の練習に精一杯励んでいきます。

ナイター練習で活用できる
光るサッカーボールを購入予定

　バスケットボールやクーラーボックスなど、
部の備品を新調することができました。以
前より数段良い環境で練習できることを嬉
しく思っています。昨年１１月に行われた長
崎学連では準優勝することができました。こ
れからは1部リーグ昇格を目指して頑張り
ます。この環境に感謝し、さらに上達してい
けるよう練習に励みます。

　寄附金に関しましては、バンド練習で使用する
マイクやモニター、ドラムなどの機材や、ライブハウス
でライブを行う際の資金の一部に利用させてい
ただきたいと思います。必要な機材は高額なものが
多く、故障しても修理や新品購入が困難でした。
新しい機材が使えることで、より良い環境で練習に
集中することができます。ライブでも高いパフォーマン
スにつなげることができ、嬉しく思います。
　機会がございましたら、ライブに足を運んでいた
だけると嬉しいです。

女子サッカー部 ＲＯＮＲｏｃｋ部

機材購入や
ライブ資金に活用

バスケットボール等
備品を新調

Choho vol.80でご紹介したサークル活動支援基金について、多くの反響があり、
寄附のお申し出をいただいております。皆様からのご支援誠にありがとうございます。
今回は実際にサークル活動支援基金を通じて、寄附を受け取った皆さんからのコメントを紹介いたします。

群馬県で行われた
日本医学教育学会大会2022の旅費を支援していただき、

取り組みに興味がある１年生を含む６人で参加することができました。
他大学の先生方のお話を聞く機会にもなり勉強になりました。

苦労の末に日本オリジナルの
フォーマットが完成

　文教キャンパスの文教スカイホー
ルにおいて１１回目の長崎大学ホー
ムカミングデーを開催し、本学の卒
業生や在学生、教職員など多くの
方 に々ご参加いただきました。新型
コロナウイルス感染症感染拡大の
影響で、2020年、2021年と開催で
きず、3年ぶりの開催となった今回は、
学園祭との同時開催とし、賑やかな
母校の姿を卒業生の皆さんにご覧
いただくこともできました。
　講演会では、本学経済学部の
OBであり、TOTO株式会社代表
取締役会長でもある喜多村円様を

講師にお迎えし、『どうしても親切が
第一』と題してご講演いただきまし
た。TOTOの創業理念と継承、そ
れに基づいた経営戦略や使命、さ
らにそれらを社員が共有することの
重要性についてお話しされ、中でも
「それぞれの意思を大きく束ねるのが
理念　理念の先にある夢（ありたい
姿）を語ることが経営」という言葉は
印象深く、参加者からも、「リーダーと
しての言葉が身にしみました」「とても
興味深いものでした。ぜひ学生にも
聞かせたい内容です」など、多くの
感想が寄せられました。

　会場を、学食でおなじみの生協
食堂に移して開催した卒業生・在
学生交流会では、学生によるアトラ
クションも楽しみつつ、卒業生同士
の交流、情報交換はもちろん、在学
生と卒業生との交流も見られました。
　ホームカミングデーは令和５年度も
開催予定です。いち早く開催案内を
皆さまにお届けするため、是非、校友
会メールマガジンにご登録ください。
下記２次元コードから登録できます。
校友会メールマガジンでは、毎月長
崎大学の注目情報や教育・研究成
果、イベントのご案内をしております。

  本学とご縁のある関東地区の卒
業生や共同研究企業の代表者な
どをお招きし、長崎大学東京交流
会を開催しました。初めての開催とな
るこの交流会は、日頃のご支援に対
する感謝とともに、教育・研究活動に

関する現況や取り組み等を紹介し、
交流を通じて本学へのご理解を一
層深めていただくことを目的に企画し
たものです。
  第1部では、河野茂学長から、学
生・留学生数や就職状況等の動

向、ウクライナ避難民学生受入状
況、BSL-4施設竣工などの長崎大
学の現状や、長崎スタジアムシティ
への大学院（情報データ科学分
野）の入居等といった今後の展望
について報告を行いました。
　続く講演会では、熱帯医学・グ
ローバルヘルス研究科長の北潔教
授に、「今こそ長崎から世界へ― 
感染症研究の基礎、そして臨床―」
と題した講演をいただきました。本学
のコスタ・アトランチカ号における新
型コロナのクラスター対応や感染
症研究・教育などの取り組みと、
5-ALAがミトコンドリアの機能を活
性化させ抗ウイルス免疫反応を強
化することを突き止めるに至った経
緯や5-ALAの今後の方向性など、
最先端の知見をご紹介いただきま
した。

  第2部では、西遊基金へ多大なご
支援を賜りました、葉國璽様・葉麗
子様への感謝状贈呈式を執り行
いました。その後、引き続き交流懇
談会を開催し、和やかな雰囲気の
中、多くの方が交流し、親睦を深め
られ、盛況のうちに閉会となりました。
　参加者アンケートでは、「産学官
連携事業の展開に関する予定等
を教えていただきたい」「長大と地
域との連携など他のモデルになるよ
うな取り組みがあれば紹介いただ
きたい」「今回は長崎大学につい
て知る良い機会となりました」などの
意見・感想が寄せられており、本
学の事業・取り組みについて皆様
に興味を持っていただける機会とな
りました。
　今後も県内外において、このような
場を設けていきたいと考えています。

喜多村円TOTO㈱代表取締役会長による講演会。 キャンパスツアー。 交流会の様子。

当日のスケジュール

開会、
校友会会長あいさつ

15：00

長崎大学の現状報告15：10

校友会賞表彰15：40

西遊基金
高額寄附者への
感謝状贈呈

15：50

講演会16：00

文教キャンパスツアー17：00

卒業生・在学生交流会17：30

閉会18：30

全学男子バスケットボール部

「西遊基金」は、長崎が長年にわたって培ってきた個性と伝統を基盤に、地域の発展か
ら地球規模の課題まで、種々の問題を解決するための傑出した人材育成を目指した、
長崎大学独自の修学支援、さらに教育・研究の幅広い支援を目指した基金です。

西遊基金に関する
情報はこちらから
ご覧いただけます。

※
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